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Input
論文短答重要事項インプット講座
論文と短答とのインプットを同時にやるならこの講座！

総回数

使用教材

Web・音声DL配信開始日／教材発送日

Web・音声DL配信終了日

担当講師

タイムテーブル

矢島純一
ＬＥＣ専任講師

オリジナル体系整理テキスト

Profile：明治大学政治経済学部卒業。裁判所
事務官Ⅰ種特例試験受験後，裁判所事務官，裁
判所書記官として裁判実務を経験。明治大学
法科大学既修者コース修了。弁護士登録（東京
弁護士会）。新旧司法試験受験生当時から積
極的に自主ゼミを開催し受験指導を手がける。
司法試験合格後も受験指導を継続し，司法試
験の合格答案の書き方や短答試験のための効
率的な学習方法を研究し続けている。司法修
習修了後は弁護士として民事・刑事の事件を処
理する中で，司法試験と実務の接点を発見し，
日々の受験指導に活かしている。
何よりも受験指導が好きで強い熱意をもって
受験生と日々向き合うことを生き甲斐としてい
る。合格に向かって最後まで諦めずに頑張りた
いという受験生を指導するためにLECの講師
となる。

教材のお届けについて
　通信教材発送日が複数回に分けて設定され
ている講座について、通信教材発送日を過ぎて
お申込みいただいた場合、それまでの教材をま
とめてお送りするのに10日程度のお時間を頂
いております。また、そのお待ちいただいてい
る間に、次回の教材発送日が到来した場合、そ
の教材は発送日通り送られるため、学習順序と
、通信教材の到着順序が前後する場合がござ
います。予めご了承下さい。

憲法　　　　５回
行政法　　　５回
民法　　　　８回
商法　　　　６回
民事訴訟法　５回
刑法　　　　５回
刑事訴訟法　５回

全40回 

刑法　６/２（月）
刑事訴訟法　６/２３（月）
民法　７/２８（月）
民事訴訟法　８/１１（月）
商法　９/８（月）
憲法　９/２９（月）
行政法　１０/１４（火）
最新情報その他補講　１０/２７（月）

2015/７/31

《 講座の概要 》 

《 講義の進行 》 

元裁判所書記官・実務に精通する矢島講師が熱意で牽引！

(1)本講座は、司法試験の論文式試験及び短答式試験最終合格に必要な基本７科目の重要知識を
体系的に効率よく学習することを目的としています。本講座では、本試験の短答式試験や論文
式試験の過去問を日頃からよく研究している矢島講師が、最終合格に必要な重要基本知識を厳
選して作成したオリジナルテキスト「矢島の体系整理テキスト2014」を用いて講義を実施しま
す。裁判所書記官や弁護士として実務経験がある矢島講師が、受験生が苦手意識をもちがちな
分野（例えば、民事訴訟法の多数当事者訴訟、会社法の株主総会や組織再編、要件事実、刑事
訴訟法の伝聞法則など）についても具体的に分かり易くしていくので、苦手科目を克服して万
全の準備で試験本番の日を迎えたいという受験生には最適の講座です。

(2)司法試験では平成27年度の試験から短答式試験が憲法、民法、刑法の３科目となります。
ただ、司法試験の論文式試験では従来からいわゆる論点と呼ばれるところからのみの出題では
なく、論点と論点との間をつなぐ体系的知識もしっかりと身に付いているかどうかを試すよう
な出題がなされてきています。本講座では、憲法、民法、刑法の３科目はもちろんのこと、そ
れ以外の４科目についても、論点と論点との間をつなぐ体系的な知識についての解説もしてい
くため、本試験でも通用する穴のない安定した学力を身につけられるようにしています。

(3)本試験でも十分に通用する学力を効率よく習得できるように、適宜、本試験の過去問やその
関連情報の解説をしていきます。このような講義を毎回受講することで、本講座を受講し終え
た頃には本試験の論文式試験や短答式試験の問題を解くのに十分な学力を身につけられるよう
になっています。

　各科目の講義では体系整理テキストを使用して最終合格に必要な重要基本知識を体系的に解
説し、試験の日までにどのようなところを記憶に残していけばよいのかということを指摘して
いきます。司法試験の論文試験では実務知識があると有利な問題が出題されることがあるの
で、裁判所書記官や弁護士として実務経験がある矢島講師が試験対策上必要に応じて実務知識
のフォローもしていきます。
　また、本講座の必修７科目の講義の後に「最新情報その他補講」の講義を設けて、各科目の
講義の収録後に出現した最新判例や法改正情報、各科目の講義の補足説明その他受験対策に役
立つ事項を補足していきます。

最新情報その他補講　１回　

休憩10分

85分
講義

85分
講義

レジメ見本は4頁に

＊詳細はこちらをご確認ください。→　
https://online.lec-jp.com/statics/guide_send.html
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【使用教材】

【講師メッセージ】

「矢島の体系整理テキスト2014」
　矢島講師が論文式試験や短答式試験の過去問を分析した上で、最終合格に必要な知識を厳選して制作した講師作成オリジナルテキストで
す。このテキストには、短答試験や論文試験の合格に必要な重要基本知識が科目別に体系的に掲載されています。テキストの各所に過去問に
関連する情報を掲載しているので、本講座の受講が終わる頃には、本試験では具体的にどのような質の問題が出題されるのかについてイメー
ジがもてるようになっています。また、司法試験では出題の趣旨や試験考査委員の採点実感からも明らかなように判例の学習が非常に重要な
ものとなっています。本テキストには重要判例は漏れなく掲載してあるので、判例の学習に自信がないという受験生も、本講座を受講するこ
とで判例に自信が持てるようになっているはずです。
＊特長１：各科目の体系整理テキストには、論文式試験で書くことを意識して、試験までに記憶しておかなければならない最重要箇所（規範
　　　　　の結論部分、理由付けのキーワード等）を下線や太字で目立たせてあるので、何を覚えたらよいのかが分からないという受験生の
　　　　　学習に大いに役立つように工夫がされています。
＊特長２：各科目の体系整理テキストには、従来からある重要判例の他、最近の重要判例も掲載されています。講義では最近の判例を含む各
　　　　　判例のポイントをしっかりと解説していくので、試験情報を最新のものにアップデートしたいという受験生には最適です。
＊特長３：独学だと学習が手薄になりがちな要件事実の分野については民法の実体法の学習と同時に進めて効率よく学習できるようにするた
　　　　　めに民法の体系整理テキストに掲載されています。なお、民事訴訟法の体系整理テキストにも必要な限度で要件事実に関連する知
　　　　　識が掲載されています。民法と民事訴訟法の理解をしっかりしようとするのであれば、両科目の十分な学習が不可欠です。そたの
　　　　　め、受講に際しては、民法の講義の聴いた後、なるべく早いうちに民事訴訟法の講義を聴くと学習効果が非常に高まります。
※注：「矢島の体系整理ノート2014」は、2013年度に矢島講師が制作した短答コンプリートマスターの「体系整理テキスト」に大幅な改良
　　　　を加えたものです。2013年度以前に短答コンプリートマスターを受講した受験生でも、最新情報を含めた重要知識を短期間で効率よ
　　　　く復習したいという方にもとても役立つように工夫されています。

　司法試験は論文式試験と短答式試験が同時期に実施されることをふまえて，これら２つの試験のインプット面の学習を同時に実施していく
ことがおすすめです。これら２つの試験のインプットを同時にしていくことで，重要基本事項の深い理解と，その事項をつなぐ周辺知識の学
習を効率よくできます。短答式試験の正誤は判断できるけれど，答案を書く場面になると、どの知識をどのように書いてよいのかが分からな
いということにならないように，なるべく早いうちから短答式試験だけでなく論文式試験を意識したインプット面を確実にしていきましょ
う。
　それと，私に直接会って受験勉強の相談をしたいという受験生は，年に何度か実施する無料公開講座にぜひ参加してください。最終合格を
目指している意欲のある受験生を応援しています！

■一般価格とは、LEC各本校・LEC提携校・LEC通信事業本部・LECオンライン本校にてお申込される場合の受付価格です。        
■大学生協・書籍部価格とは、LECと代理店契約を結んでいる大学内の生協、購買会、書店にてお申込される場合の受付価格です。
■代理店書店価格とは、LECと代理店契約を結んでいる一般書店（大学内の書店は除く）にてお申込される場合の受付価格です。
■上記大学生協・書籍部価格、代理店書店価格を利用される場合は、必ず本冊子を代理店窓口までご持参ください。

受講形態 科目 回数 一般価格（税込）大学生協書籍部価格（税込）代理店書店価格（税込） 講座コード

Web動画+音声ダウンロード   
DVD   

Web動画+音声ダウンロード   
DVD   

Web動画+音声ダウンロード   
DVD   

Web動画+音声ダウンロード   
DVD   

Web動画+音声ダウンロード   
DVD   

Web動画+音声ダウンロード   
DVD   

Web動画+音声ダウンロード   
DVD   

Web動画+音声ダウンロード   
DVD　　　　　　　　　　　　　　　　

Web動画+音声ダウンロード   
DVD   
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150,000円
180,000円
22,500円
27,000円
36,000円
43,200円
22,500円
27,000円
22,500円
27,000円
22,500円
27,000円
22,500円
27,000円
22,500円
27,000円
4,500円
5,400円

142,500円
171,000円
21,375円
25,650円
34,200円
41,040円
21,375円
25,650円
21,375円
25,650円
21,375円
25,650円
21,375円
25,650円
21,375円
25,650円
4,275円
5,130円

147,000円
176,400円
22,050円
26,460円
35,280円
42,336円
22,050円
26,460円
22,050円
26,460円
22,050円
26,460円
22,050円
26,460円
22,050円
26,460円
4,410円
5,292円

受講料 <解 約・返品について>　・弊社所定の書面をご提出下さい。実施済受講料、手数料等を清算の上返金いたします。教材等の返送料はご負担いただきます。
・詳細はＬＥＣ申込規定（http://www.lec-jp.com/kouzamoushikomi.html）をご参照下さい。

通信

科目別

憲法

民法

刑法

商法

民事訴訟法

刑事訴訟法

行政法

最新情報

一括

（8％税込価格）

LB14597


